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研究成果の概要：

本研究は、琉球国（1429 年成立）の形成過程を、13 世紀後半に焦点をあて、おもに考古学的

手法によって追究したものである。その結果 13 世紀後半から 14 世紀初頭において沖縄諸島以

南の地域と中国福建地域間に明らかな交流が始まっていたことを明らかした。

交付額

（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

２００５年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000

２００６年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000

２００７年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000

２００８年度 4,000,000 1,200,000 5,200,000

年度

総 計 17,400,000 5,220,000 22,620,000

研究分野：考古学

科研費の分科・細目：史学・考古学

キーワード：考古学・琉球国・13～14 世紀・貿易陶磁・福建省・窯跡

１．研究開始当初の背景
南島（琉球列島）の歴史は、長い先史時代
（12 世紀以前）の後、短い期間で国家が形成
され点に一つの特徴がある。先史時代の南島
において、外来の文化的刺激は常に北から南
に及んでいた。11～12 世紀、その最後の波が
南島のヤコウガイを求める大和（琉球列島以
外の日本列島）の商船とともに南島全域に強
く及んだ。その後間もない 13 世紀、沖縄本
島で本格的なグスクが登場し、王陵がつくら
れ、食器に占める中国陶磁の割合が増加する。
これまでの研究ではこの変化の要因を 11～
12 世紀の大和文化の影響に求めることが多

かった。しかしこの視点では、その変化がな
ぜ南島の北の拠点である奄美大島でなく、影
響の薄い南の沖縄本島で生まれたのかを説
明できない。この変化の延長上に琉球国が沖
縄本島で成立することを考えると、王国形成
過程の鍵は 13 世紀に存在すると予測できる
のである。
その鍵は中国陶磁の中にあった。11 世紀末

~12 世紀初頭以降、当時日本にはいる中国陶
磁は九州の貿易拠点である博多にはいり、そ
こから日本各地・南島に流通していた。1988
～1991 年、金武正紀は南島の中国陶磁の中に、
博多には少ないが南島に多い 2 種類の磁器
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（日本では白磁、中国では青白磁に分類され
る）のあることを見いだし、これらを今帰仁
タイプおよびビロースクタイプと名付けた。
田中克子はこれらが 13～15 世紀に福建北部
の窯で焼かれたものであり、さらにこれらが
中国との直接交渉で南島にもたらされた可
能性のあることを 2004 年につかんでいた。
この 2種類の磁器は、13 世紀の南島の変化を
示す優れたマーカーといえるのである。

２．研究の目的

本研究は琉球列島と中国とのかかわりを

示すマーカーである２種類の陶磁に焦点を

しぼって、13 世紀以降における２地域間の直

接交流の開始期を明らかにすることを目的

とする。

３．研究の方法

1. 今帰仁タイプおよびビロースクタイ

プ磁器を対象に、消費地においては所属時

期を、生産地においては生産窯を特定して、

これらの流通状況を具体的に把握する。

2. 13～14 世紀の琉球列島にかかわる東

アジアの歴史状況をあわせて検討する。

共同研究は考古学者を中心に文献史学者
を交えた日本・中国の 12 名で進めた。

４．研究成果

（１）今帰仁タイプは福建省浦口窯で 13 世

紀後半～14 世紀前半に焼かれ、ビロースクタ

イプは同じく閩清義窯・青窯で 13 世紀後半

～14 世紀後半に生産された。これらは東およ

び東南アジア各地に輸出され、その一部が琉

球列島に直接もたらされた可能性が高い。

（２）13 世紀後半から 14 世紀前半、福建か

ら先島諸島・沖縄諸島にいたる交流圏が新た

に形成された。この交流圏は、福建⇒先島諸

島⇒沖縄諸島の方向性をもち、中国側の基地

として福州港がかかわっていた可能性が高

い。

以上から、13 世紀の変化に沖縄諸島以南の地
域と福建との交流がかかわっていたことが
明らかになった。
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